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1. はじめに   

厚生労働省の統計[1]によると新規学校卒業就職者の 3 年

以内の離職率が 30%を超えており，大きな社会問題となっ

ている．離職の主な原因としては，厚生労働省の調査[2]に

よると男女ともに職場の人間関係に起因するものが高い割

合を占めている．職場の人間関係の改善には傾聴が有効な

手法の一つである．しかし，傾聴には多大な時間的コストを

要する[3]．限られたリソースの中で傾聴によって職場での

人間関係の改善し，離職率を低減させるためには，傾聴の質

の向上が欠かせない．しかし，傾聴は相手がいて初めて成立

するものであり，トレーニングをすることは困難である．そ

のため，本研究では LLM を利用して傾聴のトレーニング手

法を提案する． 

2. 傾聴を成功させるための方法   

傾聴を成功させるための技法として Rogers の 3 原則が知

られている．その 3 つとは自己一致，共感的理解，受容的態

度である[4]．傾聴とは話者に発話を促すことで，気分を高

揚させることを目的としている．他者が自分の話をよく耳

を傾けるとその人物の幸福感が増幅することが既存の研究

[5][6][7]により示されている．そのため，傾聴は人間の感情

と関わりが深い．実際に音声特徴を入力として利用し，感情

を認識する手法を提案した研究がある[8]．その他に音声特

徴ではなく体動データを利用して，感情を推定する研究も

ある[9]．また，広範的な体動データではなく，俳優の動作

[10]やダンス[11]のような特定の動作に注目して，感情を推

定することに成功している研究も存在している．Nemec ら

[12]は傾聴において聞き手が注意力や理解力が高い場合に

傾聴の内容との関連性の高い質問をすることを示している．

Huang ら[13]は傾聴において聞き手が注意力や理解力が高

い場合に言い換えをよく行うことを示している．Kluger[14]

らは聞き手の注意力が低下しやすい状況では話し手の認知

する傾聴の質が低下することを示している．既存の研究に

おいては効果的な傾聴のための条件，傾聴を妨げる条件に

ついての研究は行われているが，傾聴のトレーニングやそ

の効果に着目した研究はなされていない．また，傾聴の成否
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や質の評価が定量的に行われておらず，聞き手の自己申告，

話し手の認識といった，リッカート尺度に基づいた評価が

なされている． 

本研究では LLM を利用し，人間の被傾聴時の音声特徴を

反映させた傾聴スキルを向上させるトレーニング手法を提

案する． 

3. 音声特徴に基づいた傾聴の訓練 

本研究ではLLMを利用した傾聴のトレーニング手法を提

案する．本研究では本手法を適応することで聞き手の傾聴

能力を向上させることを目的とする．そのために，まず傾聴

の実験を実施する．そこから音声と会話テキストを取得す

る．取得した音声データを分析し，音声特徴を抽出する．こ

の特徴から傾聴のラポール状態を予測する．次に会話テキ

ストと音声特徴から予測したラポール状態のデータを利用

し，LLM を訓練する．最終的に，LLM を相手に傾聴の訓練

が行えるようにすることを目指す．本研究の手法概要を図 1

に示す． 

 

図 1  手法概要図 

 

3.1 傾聴データの音声特徴によるラポール状態の予測 

一般的に傾聴において，本心を打ち明けることは心理的

な障壁があるため，打ち明け時に声が低くなるなど音声に

特徴が表れる．よって音声特徴を利用することで，リッカー

ト尺度に依存せずにラポール状態などの傾聴における状態

の変化を予測することができる．傾聴における音声データ

を取得するために実験の様子をマイクで録音する． 
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本研究では傾聴実験の被験者の音声データをフーリエ変

換し，周波数特性の時間的な変動からラポール状態の遷移

を予測する． 

3.2 検証における考察 

実際に傾聴実験から取得した一部の例の周波数の特徴を

図 2 と図 3 に示す． 

 

図 2  打ち明け時の周波数特性 

 

 

図 3  打ち明け時直前の周波数特性 

 

今回 5 人の傾聴実験のデータを分析したところ，5 人中 4

人に共通する特徴がみられた．50~100hz の周波数帯では，

打ち明け時直前は打ち明け時と比較して特徴が弱い傾向が

みられた．その他には 5 人全員が打ち明け時と打ち明け時

直前は，被験者当人の実験全体の特徴と比較して振幅が弱

い傾向が見受けられた． 

今回分析した 5 人については傾聴が成功しているデータ

である．基本的に傾聴が失敗した場合の傾聴データを取得

するためには，Rogers の 3 原則に反した状態で実験を実施

しなければならず，実際に実験を実施するとなると倫理的

に問題がある．Rogers の 3 原則に反した状態が自然に表れ

る会話によるコミュニケーションについてはディベートが

該当する．よって，傾聴失敗時のデータの取得のためにディ

ベートを前提として実験する． 

4. おわりに 

 本研究では傾聴実験を実施し，音声データを利用してラ

ポール状態の遷移を予測し，予測したラポール状態のデー

タと実験から取得した傾聴のテキストデータからLLMを訓

練することで疑似的に傾聴のトレーニングを可能とする手

法を提案した．今後は実験を実施し，傾聴データを拡充させ

て LLM の訓練を行い，検証を通して本手法の有効性を検証

していく． 
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